
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・地域で安心して安全に暮らし続けられる支援について、法人(事業者)の立場から考えてみたいと思

います。 

・親亡きあとに当事者の方が地域で生活され、今の生活に至るまでの間どのようなことで困り、支援

者がどのように関わってきたのかについてご紹介し、それらを通じて地域や福祉サービスの課題を

考えてみたいと思います。 

 

主 催  広島県手をつなぐ育成会  広島県知的障害者福祉協会   

日 時  令和２年１月１８日（土） １０：００～１６：１０ 

場 所  広島市総合福祉センター（BIG FRONT ひろしま 5 階 ホール） 

広島市南区松原町５－１ TEL ０８２－２６４－６４００ 

参加費  3,000 円（資料代） 知的・発達に障害のある人の参加は無料です。 

参加者  知的・発達に障害のある人とその家族・親の会の会員や関係障害者・福祉サービス事業所・学校・

作業所、関係行政機関、雇用関係事業所、民生委員児童委員及びボランティアなど福祉に関心のあ

る人たち 

申込〆切  令和元年１２月２７日（金） 

問合せ  （一般社団）広島県手をつなぐ育成会   広島市西区打越町 17-27 

TEL (082) 537-1773   FAX (082) 537-1778 

e-mail  kenhonbu@pref-h-ikuseikai.or.jp 

 

それぞれの地域に応じた「地域全体で支援する協力体制」を構築するために  

〇基調提案  法人連携による地域生活支援を模索する（社会福祉法人柏学園理事長  米川晃 ) 

〇行政説明  障害者の高齢化･重度化･親亡き後の生活場の確保と今後の方向（厚生労働省）  

〇実践報告  親亡きあと、残された子への生活支援をとおして (相談支援専門員  浅井菜美 ) 

〇シンポジウム  

テーマ：「地域でひかり輝く人生を送るために」  

進行  米川  晃    （広島県知的障害者福祉協会  会長）  

  衛藤  晟一  （参議院議員  自民党  内閣府特命担当大臣）  

    山本  博司  （参議院議員  公明党  障がい者福祉委員会事務局長）  

源河  真規子（厚生労働省  障害福祉課長）  

金子  麻由美（広島県手をつなぐ育成会会長）   

    浅井   菜美  （障害者相談支援センター  タクト  相談支援専門員）  

     

 

 

詳しくは HPをご覧ください。 


